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北陸電力株式会社

神通川第一発電所建設工事の概要

木 荘 七串

Outline of the Construction Work ofJintsugawa No.1

Power Station

By S6shichiTakagl

Chief of Electric Construction Section,Construction Department

Hokuriku Electric Power Company

Abstraet

Forming a sequelto the Terazu P.S.project~which wasplannedontheJintsu

river by the defunctJapanPower Generation and Transmission Co･during thelate

war,and discontinuedin May,19440nits way of materialization,the･Hokurikn

Electric Power Co.,neWly founded after the war,has undertaken this construction

project sincelast
December･

Inthe new scheme,im■provedin many points from the formerplan,however,

thelocationofthe stationwasselectedatabout4kmupstream fromthe once projected

Terazu P.S.ground.

The constructionis nowin the heat offinishing worklitera11y day and night,

spurredonby the demand oftheindlユStriesgrowingal1the more withthe approach

Of dry winter season.

When completed,the station willsupply80,000kW(max･)of electrjcity,andin

combination with No.2plant,40,000kW,also under construction along the same

river,Willmake one ofthelargest assets not alone ofthe Company butJapan's

rapidly growlngindustries.

令により 備工事に着手したばかりで中止となっていた

〔Ⅰ〕縛 言

日本アルプスの乗鞍嶽に源を有する高原川と飛騨高山

周辺の山々より発する を集めて北流する宮川とが

富山県南部で合流して神通川となり富山平野を横断して

日本海忙僅いでいる｡

神通川第一発 所地点は戦時中旧日本発送電によって

寺津発電所として冨山県下新川郡下夕村地内に堰堤を築

き約500m下流に導水し落差65mを得て出力70,000

kWの計画で昭和18年12月に着工し､19年5月中止命
*
北陸 力株式会社建設部電気建設課長

が､北陸電力株式会社の創立に伴い戦時設計に検討を加

え旧堰堤地点より約4l(m上流に旧設計より低い堰堤を

築造し神通川が大きく蛇行するのを約1kmの圧力陸道

で短絡して殆ど同一の稔落差を得て発電せんとするもの

で､昭和27年12月建設工事に着手し目下冬期渇水期に

間に合わすべく夜を日に継いで工事を急いでいる｡完成

後は最大出力80,000kWを発

で目下未発

する北陸 力最大の設備

所下流に工事中の神通川第二発電所40,000

1くWと共に将来とも北陸電力の主力発電所となるもので

ある｡
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Fig.2.Water System Diagram
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次にその工事の概要を述べる｡

〔ⅠⅠ〕
喜ル

己又 計 の 概 要

～(1)計画の大要

流域面積….………………‥ 1,960km2

計画洪水量…………………･5,800m3/sec

使悶水量 最大………………150m3ノSeC

常時………….=‥･弧7工n3/sec

一石効落差
最大使用7k宣時……‥……62■5m

常時任吊水量時…………･･64･Om

発電力 最大.‥‥

発生

‥‥‖.80,000iくW

常時.………‥.……･26,5001くW

力量………………490,000,0001くWh

河川流量 豊水畳……‖……157･19Ⅱ13/SeC

平水量.‥

低水量‥.‥‥.‥‥‥

漏水量■.‥

く2)7k路工作物の概要

堰 堤 型式……海流

95.05m3/sec

70.56m3/sec

50.57rn3,/sec

重力式コンクリ←ト

高さ‥.…………………45･Om

長さ.‥‥‥‥‥‥-………･332m

体積‥■……………… 93,130m3

可動せき テンダーゲート.…,9門

幅…………….9･2m

高さ,
…‥11.8m

土砂吐門 スルースダーt.…..2門

幅‥.
.5.Om

高さ…………‥4･5Tn

土砂吐予膵門 スル←スヂ←†2門

幅…………….5･Om

高さ…………..4.5m

二取水口 長さ…………………‥･40m

幅‥‥‥.
.….34.5m

導7k路 型式…………‥=‥円型圧力隠道

内径……………………7･20m

延長………………･･1,148･2m

勾配‥.

巻厚‥.

…‥1/600

…‥0.4～0.7m

調圧水槽 型式………………単動式円筒型

構造‥ 内面鉄板張鉄筋コンクリー†

内径.……………‥･‥‥･22･6m

高さ.

:水圧管路 長さ‥‥.‥

内径.‥･‥･

………42.5m

…….150.57m

……… 5.Om

構造………‥.….‥･･軟鋼板鋲接

条数‥.
.2条

(3)主要機器

(i)水

塾

Jヽ
Lt

出

式…………竪軸渦 フランシス水車

数‖…………..…………‥2台

力 最大…

使間水量 最大‥･

基準‥.

有効~落差 最大‥･

基準...

回転

製作者....

(ij)発

.48,0001く1Ⅳ

.45,0001{W

81.3m3/SeC

巨0･0皿3/sec

.65m

‥.61.92m

172r.p.m.

日立製作所

型 式….竪軸回転界磁閉鎖風洞循環式傘型

椚 力‥,

冷却方式‥

電 圧‥

周波数‥

48,5001(VA

..水冷式

.11,000V

‥.60`㌔

回転数………‥.…………172r･p･m･

主励磁機 出力.

副励磁機･出力‥‥‥‥.

台

‥.89%
320lくW

…… 220V

…‥151くW

…‥110V

主副励磁機は何れも主発電機に直結

数‥...
‥..2台

製作者……………………日立製作所

(iii)変 圧 器

型 式…………….屋外用三相2巻線型

冷却方式………………..‥.

■･■ヽ

亡1

出

力

電

ざ由水冷式

数…………………‥.……2台

48,500kVA

一次..

二次‥.

…‥89%

.10,500V

154,000V

r161,000V

168,000V

周波数.

製作者.

〔ⅠⅠⅠ〕土木 工 事

……60`七

日立製作所

堰堤は前記の如く体積の大な方ではないが､それでも

エ事に最も重要な資材である骨材の必要量は仮設備を含

めて堰堤附近だけで約190,000m3に達し､これを1箇

年余りで供給するために堰堤附近で4箇所約162,000n3

を1/5～1/2t延長450～1,400m の繋道で運搬し不足
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第3図

Fig.3.

堰 堤 を 上 流 よ p 望 む

Dam,Viewed from the Upper Stream

第4図

Fig.4.

堰 墳 を 下 流 よ り 望 む

Dam,V;ewed from the Down Stream

第5図 右 岸 上 流 よ り 見 下 す

Fig･5･View from the Right Bank
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分.28,000m3ほ冨山市附近の川原で 集し､国鉄富山駅

より猫谷駅まで貨車輸送しセメントその他の資材と共に

1/2t,1,200nの索道で現地に輸送している｡堰堤附近

のコンクリート打設量は､取水口､堰堤､陸道の一部を

含めて約124,000m3で最大饉力45m3/hrの混合機3

台を有する半自動式バッチヤープラントを右岸に設備し

混合されたコンクリートは径問340m 重9tのケーブ

ルクレーンで運搬し､その他の箇所へほ軌条で

打設している｡

発

搬して

所附近の水槽､鉄管路､放水路及び圧力陛道の一

部を含めて骨材の所要量は約76,000m3で全部発電所前

の採取所で採取し21切のバッチヤープラント1基及び

14～21切の混合機7台で混合してそれぞれ所要場所に

索道で運搬している｡

発 所及び放7k路の掘削は約32,000m3で1m3の

気ショベル1台､0･6m3のディーゼルショベル1台､ブ

ルトザー2台及び7tダシプカー5台を使用している｡

〔ⅠⅤ〕電 気 工 事

機器の仕様の細訃は製作者である日立製作所の方から

述べられる筈であるからこゝでほ割愛するが仕様決定に

当り掛こ留意した点に就き述べる｡

水車に就いてほ､堰堤式発電所であるから渇水期に於

て極力尖頭負荷をとり水力を最も有効に利用するため､

従来オフピーク時に水申を軽負荷 転して水車の低効

のしかもキャビテーション､振動等に対する悪条件下で

使用していたのに代えて､この時はガイドベトンを全閉

してドラフ†内に圧縮空気を送入しランナを空気中で発

電機を電動機として空転せしめて貯水し､事故その他の

原因で急激に負荷が増大する場合忙は直ちにガイドベト

ンを騒乱､てこれに応じ得ることゝした｡このために空気

圧縮装置 必要なものを設備し空転中水草ランナが水に

びたるのを防ぐため吸出管の水位は自動調整式とし且つ

=配電盤から監視することが出来一切配電盤より自動的に
制御出来る0この外､ランナ､ライナ等の不鋳銅製､閉

り勝手のガイドベーン､グリースの自動補給装置､キヤ

ビネットガバナ指数法による流量の配 盤指示並びに積

算等を採用したが､これ等は最近の傾向にならったまで

ゝある｡

1539

発電機ほ低回転のため傘型とした｡比較的大容量機で

あるにかゝわらず端子電圧を13,200Vとせず11,000V

としたのは変圧器までの導体が短かく､又ケーブルとす

る必要カ主なかったのと､この方が価格が安く有利であつ

たからである｡発 横より変圧告別こ至る導体は新しい試

みとして一部を完全密閉の金属装甲母線とした｡導体ほ

硬鋼のチャンネルを用い軽合金を以って装甲して人蓄の

感電､異物の接触等による接地､短絡を防止する｡導体

の温度上昇が問題であったが､北陸 力で種々予備計算

を行い日立製作所国分分工場でフルスケールの模型でヒ

ートランテストを施行して導体の寸法､その他を決定し

た｡倍製作も同工場に依 した｡

起重機ほ最重量品である発 機回転子の重量250tに

より定まり240tダブルフックの主起重機の外に､据付

二L

発

の補助用として17･5tのものを並用した｡

所建物ほ鉄骨鉄筋コンクリ←トであるが､主起重

磯を使用するには鉄骨のみではその荷重に耐えず､使用

し得るにほコンクリート工事が必要で､その間約2箇月

を要する｡水帝据付に放ける最大重量品ほスピ←ドリン

グの1/4の15tで前記の補助クレーンを使用すれば鉄

骨のまゝで水草据付が可能となり建物工事と並行するこ

とにより工程を約2～3箇月短縮することが出来た｡

機器の配列は､地形と地盤並びに洪水位の高いこと等

に制約されて特に変った点はないが､配

盤と操作盤のみ置き継電器､自動

盤箋にほ主配

圧調整器､自動同

期装置等は常時監視を必要としないから､隣の別室に配

置して主配 盤劃･ま比較的余裕のある望とした｡所内変

発電所の

はすべてキユーピクルとして屋外に置い

〔Ⅴ〕結 言

は施工主である電力会社と土木工事

請負老と機器の製作者とが混然一体とならなくては､短

時日に理想的な工事を進めることほ出

の利害の

所の工

綜する

ない｡特に三者

完工事に対して然りである｡未発

は幸い土木工裏話負老と機械製作者並びに据付

請負者がよく会社の意志を了解して極めて困難な工程を

円滑に逐行することが出来た｡筆を招くに当り闇係老に

対し 意を表する次第である｡
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最近登録された一日立製作所の特許及び実用新案 (その1)
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